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市
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の
皆
様
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那
珂
市
災
害
対
策
本
部
長　

那
珂
市
長　
　

海　

野　
　

徹

　

は
じ
め
に
、
こ
の
た
び
発
生
し
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
で
被
災
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
市

民
の
皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

３
月　

日
（
金
）
午
後
２
時　

分
に
、
那

１１

４６

珂
市
を
襲
い
ま
し
た
震
度
６
強
の
地
震
は
、

今
ま
で
に
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
余
震

が
続
く
な
ど
、
収
束
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
、
市
民
の
皆
様
に
は

大
変
不
安
な
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
関
係
団
体
を
は
じ
め
自

主
防
災
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
、
災
害
発
生
直
後
よ
り
被
災

者
支
援
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
変
心
強
く
思
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
を

は
じ
め
、
各
方
面
の
皆
様
の
心
温
ま
る
救
援

に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
震
発
生
後
直
ち

に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
私
を
先
頭

に
市
役
所
職
員
、
さ
ら
に
は
市
民
の
皆
様
が

一
丸
と
な
っ
て
、
災
害
復
旧
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
震
災
害
に
対
す
る
市
の
対
応
は
、
ま
ず

被
災
者
の
救
援
・
救
護
を
最
重
要
課
題
と
し
、

避
難
所
の
開
設
、
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
お
よ
び
道
路
の
応
急
処
置

に
よ
る
生
活
手
段
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

電
気
・
水
道
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域
に

お
い
て
復
旧
し
ま
し
た
が
、
下
水
道
に
つ
い

て
は
、
排
水
管
等
の
損
傷
が
確
認
を
さ
れ
て

お
り
、
完
全
な
復
旧
に
は
さ
ら
に
時
間
を
要

す
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
大
き
な

被
害
が
出
て
お
り
ま
す
の
で
、
道
路
を
は
じ

め
施
設
の
復
旧
工
事
を
本
格
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

一
方
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
伴
う
放
射
線
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
人
体
に
直
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
レ
ベ
ル

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
茨
城
県
産
野

菜
か
ら
暫
定
基
準
値
を
超
え
る
放
射
線
量
が

検
出
さ
れ
る
な
ど
、
風
評
被
害
に
よ
る
農
業

へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
後
も
、
放
射
線
量
の
推
移
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
に
対
す

る
情
報
の
提
供
を
行
い
適
切
な
対
応
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
の
対
応
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防

災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

活
用
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
適
宜
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て

激
甚
災
害
の
指
定
お
よ
び
災
害
救
助
法
の
適

用
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
お
よ
び

茨
城
県
の
支
援
な
ら
び
に
市
民
の
皆
様
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
期
の
災
害
復
旧

に
万
全
を
期
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■総合相談窓口■総合相談窓口■那珂市災害対策本部■那珂市災害対策本部
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■避難所（瓜連中体育館）

　

地
震
発
生
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
か

ら
救
援
物
資
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
た
く

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
か
ら

炊
き
出
し
等
、
心
温
ま
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
市
民
の
か
た
に
は
井

戸
水
で
の
給
水
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ご
支
援
・
ご
協
力

は
何
よ
り
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

多
く
の
か
た
が
た
の
支
援
に
感
謝

　

地
震
の
後
、
全
市
域
で
電
気
が
使
用
不

可
能
と
な
り
、
ガ
ス
・
水
道
に
つ
い
て
も

使
用
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
も
不
通
と
な
り
ま
し

た
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
い
た
る

所
で
陥
没
や
地
割
れ
が
発
生
し
、
い
ま
も

な
お
、
通
行
止
め
箇
所
、
通
行
規
制
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
の
整
備

や
、
生
活
再
建
支
援
な
ど
、
一
日
も
早
く

も
と
の
生
活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
い
ま
し
ば
ら
く
ご

不
自
由
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
力
を
合
わ

せ
復
興
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

■避難所（ひだまり）

■給水の様子

力
を
合
わ
せ
復
興
に
向
け
て

■復旧に向けて道路の亀裂・陥没を修理

地震による主な市内各施設の状況（４月１日現在）
利用状況施設名

施設破損のため休館高齢者センター

設備破損のため使用不可しどりの湯保養センター

施設破損のため休館市立図書館

４月１日から開館
（ただし一部の部屋を除く）

中央公民館

４月１日から通常どおり開館ふれあいセンターよこぼり

３月25日から通常どおり開館ふれあいセンターごだい

施設の損傷のため休館ふれあいセンターよしの

避難所としての使用が終了次第開館
（ただし一部の部屋を除く）

総合センターらぽーる

施設破損のため休園那珂総合公園および歴史民俗資料館

施設点検のため使用不可ふれあいの杜公園

施設破損のため休館瓜連体育館

施設点検のため使用不可瓜連グラウンド

施設破損のため休園神崎運動公園

※余震や普及状況などにより、変更になる場合があります。



破損
倒壊

古徳

バードライン

額田坂下

南酒出十文字付近

南酒出高速道路高架下

瓜連駅

駒形神社

ふれあいセンターよしの

古徳

静

通
行
止
め

亀裂

震
災
の
爪
痕

震
災
の
爪
痕

震
災
の
爪
痕
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施設
　破損

施設
　破損

下
水
管
破
損
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那珂総合公園

総合センターらぽーる

竹ノ内

瓜連

五台

芳野

横堀

市立図書館

竹ノ内

竹ノ内

下菅谷

瓜連

鴻巣

震
災
の
爪
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　那珂市では、多くの体験を通して、

郷土の歴史や自然を学ぶことにより、

ふるさとを愛する心を育て、また、学

校や学年の違う友だちとの交流を通し

て、社会性を養い、もっと活力ある青

少年を育成するため、毎年、「小学生ふ

るさと教室」を開催しています。

　今年度も、募集を開始しますのでお

申し込みください。なお、募集チラシ

の配付については、各小学校長あてに

依頼します。

開設期間／土・日曜日、祝日・夏季休

業日等

募集対象／市内小学校４～６年生（那

珂市から特別支援学校へ通

級している児童も含む）

募集人員／各４０人

※１人１教室のみ

※なかっこキッズクラブ教

室と重複申込は不可

開設回数／各教室６回

※親子教室を含む

参加費／傷害保険料（年２００円）

※材料費等は実費負担

申込方法／申込予約および申込手続に

ついては、配付されるチラ

シをご覧ください。

問い合わせ／

市生涯学習課社会教育Ｇ（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８２８３　FAX２９６－３１７７

　東日本大震災の影響により、４月１６

日から５月５日まで予定しておりまし

た「八重桜まつり」につきましては、

中止とします。

　なお、静峰ふるさと公園の桜の観賞

は可能です。

問い合わせ／市商工観光課観光Ｇ

�２９８－１１１１　内線２４５

「小学生ふるさと教室」の隊員
（まなび隊員・つくり隊員・あ

そび隊員）募集
日時／５月１３日（金） １３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）　５階　会議室

開設相談／国の行政機関などが行って

いる仕事についての苦情や

意見・要望

相談員／行政相談委員

問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

　この度の東日本大震災災害に対する

那珂市への義援金について、次のとお

り受け付けています。

【銀行振込】

銀行名　�������	


口座番号　�������

口座名義人氏名

�������	
�����
��

��������	
���
���

���������	

※常陽銀行本店および各支店の窓口か

らの振込については無料となります。

（ＡＴＭおよび他行からは振込手数

料がかかります）

※受領書が必要なかたは、市会計課ま

でお問い合わせください

【現金の場合】

受付窓口／市秘書課秘書Ｇ

問い合わせ／市秘書課秘書Ｇ

�２９８－１１１１　内線４２２・４２３

八重桜まつり
中止のおしらせ

行政相談

義援金の寄付について

２月１５日～３月１４日（敬称略）

�����

�������	�
��


ＪＡひたちなか  １５，７３１円
野木利三郎　　　 　 　 １０，０００円
南波久代 ４，９５７円
（公民館まつり）
マドレーヌ  ５，０００円
ライス ２０，０００円
中央公民館古本市 １，０００円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，６４１人

　（平成２３年２月末現在・
 前月比８０人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億０，２４９万円

　（平成２３年２月・
 前月比３，８４６万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○介護保険料（普通徴収） １期

納期限：５月２日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 人の動き �

那珂市の人口（３月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６１３人 （－１）
　女　　　２８，４７２人 （－１）
　計　　　５６，０８５人 （－２）
世帯数　　２０，９４０世帯 （＋１４）

○出生　３３人
○死亡　５４人

（２月１日～２８日）

　戸籍のまど（２月１５日～３月１４日）
については、次号にて掲載させてい
ただきます。

�����

　地震の影響により、市立図書館は
当分の間休館します。
　再開については、詳しい日程等が決
まりましたら改めてお知らせします。
問い合わせ／市立図書館�３５２－１１７７

�������	



広報なか４月号７

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

受付場所／市役所（本庁）

　　　　　１階　市民相談室

受付時間／８：３０～１７：１５

持ってくるもの／

○被害状況のわかる写真（複数枚）

○印鑑

発行手数料／無料

※保険会社等の専用の用紙がある場合

は、窓口にご相談ください

申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／５月１０日（火）　１３：００～１７：００

　　　５月２４日（火）　１３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）　１階　相談室

相談員／弁護士

申込方法／事前に予約してください。

申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

　那珂市では、放課後等において子ど

もたちが安心して活動できる場の確保

と環境づくりを推進するため、なかっ

こキッズクラブ教室を開設します。な

お、募集チラシの配付については、各

小学校長あてに依頼します。

開設期間／土曜日・夏季休業日等

募集対象／市内小学校３・４年生（那

珂市から特別支援学校へ通

級している児童も含む）

募集人員／３０人

※小学生ふるさと教室と重

複申込は不可

開設回数／年３回　※親子教室を含む

参加費／傷害保険料（年１００円）

※材料費等は実費負担です

申込方法／申込予約および申込手続に

ついては、配付されるチラ

シをご覧ください。

問い合わせ／

市生涯学習課社会教育Ｇ（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８２８３　FAX２９６－３１７７

り災証明の受付について

１日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

３日　ののがき脳神経外科クリニック（中台）
�３５２－０５５５

４日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

５日　なかむら内科・泌尿器科クリニック（飯田）
�３５３－２３１０

８日　ルリア記念クリニック（中里）
�２９６－３３３３

１５日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

２２日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

２９日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

�������	

日時／５月１１日（水）、１８日（水）、

　　　　　２５日（水）

　　　いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福祉

センター「ひだまり」内）�２９８－８８８１

心配ごと相談

法律相談

なかっこキッズクラブ会員募集

平成２３年度固定資産税の第１期納期の変更について

　この度の東日本大震災の影響により、平成２３年度の固定資産税・都市計画

税の第１期納期が次のとおり変更となります。

　納付書の発送は５月中旬の予定です。課税明細書を同時に送付しますの

で、内容について確認をお願いします。また、口座振替を申し込まれている

かたの振替日は、５月３１日（火）になります。

※各納期限は月の末日（１２月は２６日）です。ただし、納期限が土・日曜日、

祝日に当たるときは、翌日となります。

問い合わせ／市税務課資産税Ｇ　�２９８－１１１１　内線１６２・１６３・１６４

市収納課収納Ｇ　　�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

納　　期

　　　　５月２１日～３１日第１期

　　　　７月２１日～８月１日第２期

　　　　１２月１６日～２６日第３期

平成２４年２月２１日～２９日第４期

固定資産税・都市計画税納期（変更後）
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◆国の制度
【被災者生活再建支援制度による支援金の支給】
　○制度の対象となる被災世帯
　　①住宅が「全壊」した世帯
　　②住宅が半壊、または住宅の敷地に被害が生じ、その住宅をやむを得ず解体した世帯
　　③住宅が半壊し、大規模な補修を行わなければ居住することが困難な世帯（大規模半壊世帯）
　　　この制度の対象となる住宅の被害程度は、「全壊」「大規模半壊」に限られています。
　○対象被害および支給額
　　・全壊…………上限３００万円　・大規模半壊…………上限２５０万円
　○申請時必要書類

　被災者生活再建支援制度支給申請書・り災証明書・解体証明書（半壊のり災証明書を受けたが、危険防止のため
解体した場合）・滅失登記簿謄本・敷地被害証明書類（敷地被害による解体の場合）・住民票（外国人登録済証明
書）・預金通帳の写し・住宅の建設、購入、補修、賃貸が確認できる契約書の写し

【災害弔慰金支給および災害援護資金の貸付】
　○対象被害および支給額
　　・死亡者……………………………上限５００万円（災害弔慰金）
　　・重度障害者………………………上限２５０万円（災害障害見舞金）
　　・負傷または住居、家財に被害を受けた者：貸付限度額３５０万円（年利３％）（災害援護資金）※所得制限あり
　○申請時必要書類　

　災害援護資金借入申込書・り災証明書・預金通帳の写し・診断書（負傷した場合）・被災証明（死亡弔慰金の場合）
◆県の制度
【茨城県災害見舞金制度による支給】
　○対象被害および支給額　・半壊…………３万円
　　※被災者生活再建支援法の対象となる全壊および大規模半壊は対象外であることから、半壊の場合のみ支給
◆市の制度
【那珂市災害見舞金等支給要項による支給】
　○対象被害および支給額
　　・１月以上の入院加療を要する負傷……………………５万円
　　・１週間以上１月未満の入院加療を要する負傷………２万円
　　・住家の全壊………………………………………………１０万円
　　・住家の半壊………………………………………………５万円
　　・非住家の全壊、半壊……………………………………１万円（複数あっても１件とみなす）
　○申請時必要書類：那珂市災害見舞金申請書・り災証明書・預金通帳の写し
　　※なお、住家および非住家は固定資産（補充）課税台帳に記載のあるものが対象です。

※災害救助法または茨城県り災救助基金管理規則もしくは那珂市災害弔慰金の支給等に関する条例の規定による見
舞金等の支給を受けるときは、見舞金等は支給しません。

【申請手続き】
　　各制度とも、り災証明書が発行されてから、必要書類をご持参の上、社会福祉課で申請してください。
※支援金･見舞金の支給、災害援護資金の貸付のご相談は、被害の状況がわかる写真と印鑑を持ってお越しください。
（り災証明書の申請に使用します）

問い合わせ　社会福祉課　�２９８・１１１１（内線１２５）

東日本大震災に伴う支援制度のご案内（全壊・大規模半壊・半壊した場合）

　○総合相談窓口（内線１１７）：市民相談室（市役所１階）に、地震災害に関する総合相談窓口を設置しています。
　○復旧状況に関するお問い合わせ（内線４４５）：災害対策本部（市役所４階）に、お問い合わせください。
　○福島原子力発電所に関するお問い合わせ（内線４４５）：災害対策本部（市役所４階）に、お問い合わせください。
　○各種相談窓口
　■り災証明書発行（内線１１７）
　　・家屋の地震保険や融資などの申請に必要なり災証明書は、市民相談室（市役所１階）で発行しています。
　　・被害の状況がわかる写真と印鑑をお持ちください。
　■被災者生活再建支援制度による支援金（内線１１７）
　■災害弔慰金の支給および災害援護資金の貸付（内線１１７）
　■県災害見舞金・市災害見舞金（内線１１７）： 相談窓口は、市民相談室（市役所１階）です。
　■水道（内線８３６８）： 漏水や水道料金等の相談窓口は、水道課（市役所瓜連支所１階）です。
　■農作物の扱い（内線２３６）： 福島原発事故に係る農作物関連窓口は、農政課（市役所２階）です。
　■健康相談（内線５３２）： 健康相談の窓口は、健康推進課（総合保健福祉センター「ひだまり」）です。
　■道路の復旧（内線３１５）
　　・市道は、建設課（市役所３階）です。
　　・国道・県道は、茨城県常陸大宮土木事務所（�０２９５－５２－３１５１）につなぎます。
　■戸別受信機の故障（内線４４５）　・戸別受信機の故障による交換の窓口は、環境安全課（市役所４階）です。

問い合わせ　那珂市役所　�２９８・１１１１　　東日本大震災相談窓口


